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１．水田の不陸について 
（１）小規模土地改良事業の実施状況

 直近５年間における地区別・工種別の事業実施状況を見ると、小規模土地改良事業

は町内の広い範囲で活用されている。 
地区別では、町北部の富里地区、町南部の上野地区、豊沢地区および軽舞地区にお

いて、特に実施件数が多い。これらの地区では、整地によるほ場の均平化が行われて

いるほか、泥炭地に位置する町南部の３地区では、客土による作土層の補填も併せて

実施されている。 

（２）均平化を必要とする育苗方式の実施状況

R8 年度厚真町農業経営実態調査によると、乳
にゅう

苗
びょう

（高密度播種短期育苗）につい

ては、町北部では富里地区、町南部では豊丘地区および鹿沼地区で導入が確認されて

いる。 
乳苗は草丈が短いため、ほ場の均平性を確保することで苗の水没リスクが低減され、

収量の安定化につながる。一方、きめ細かな水管理が求められるなど、栽培技術上の

課題もあることから、町内における実施件数は横ばいで推移している。 

・水稲作付面積 1,596ha（R8 年度）のうち乳苗の導入面積は約 5％
【参考】省力化栽培面積※193ha（胆振農業改良普及センター調べ）全体では約 12％
※直播（乾田、湛水）、乳苗・密播・密苗、密播中苗
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